
第３回牧之原市学校再編計画策定委員会 次第 

                    

 

               日時：令和２年３月２日（月）午後１時 30 分～ 

               場所：相良庁舎３階会議室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ                      

 

３ 振り返り 

 

４ 議  事                         

 ○ 意見交換１  

通いたい・通わせたいと思われる魅力的な小中一貫校とは？ 

○ 意見交換２ 

魅力的な小中一貫校を実現するための学校規模や校数を検討 

する上での考え方を整理する。 

５ 連絡事項                         

 

６ 閉  会 

 

 



資料１
令和２年３月２日　第３回牧之原市学校再編計画策定委員会資料

学校再編計画策定委員会令和２年度末までのスケジュール

5月21日

～３月 実施 11月下旬

実施

周
知
等 ７月～８月 参考

参考　　

　

　

10月2日 11月12日 12月17日

８月 ９月 １０月 １１月 １２月

策
定
委
員
会

3月2日 4月14日 7/6-7/7 9月4日

※令和2年度末までに策定することを想定したスケジュール。
　 検討の進み方によっては後ろにずれていく可能性有。 答申後は市が行う

項目
元年度 ２年度

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月１月

第４回会議

規模と校数

（学区）

目指す学校を

実現するために

一番よい規模と

校数を考える。

第３回会議

目指す学校

像/規模と校
数（学区）

新しい学校像の

共有と新しい学

校区の考え方

意見交換会

〈学区等について〉
（地域・保護者等/小学校区単

位）

説明会等

〈方針〉
（地域・保護者

等）

学校再編計画策定

パブリック

コメント

意見交換会

〈素案について〉
（地域・保護者等/２～３か所程度）

・目指す学校像

・規模、学校区案 について経過報告

・策定委員が懸案にしたもののうち、市民に

もっと意見を聞きたいというものについて聞

く。

学校基本構想検討準備

策
定

・素案について示して意見をもら

う。

※ここまでで意見をたくさんもら

い、固めておいて、答申後はパ

ブコメのみにできるようにしてお

先進地視察

学校の機能等

先進地を視察

第５回会議

候補地を含

めた校数の

検討

絞込みと意見

交換の方法の

検討

第６回会議

校数の最終

検討

意見交換会を

受けてさらに検

討

第７回会議

機能・再編ス

ケジュール等

第８回会議

素案検討・

作成 答申報告会

●規模と校区の検討手順●

①１～３校の分け方についての考え方、学組の扱いに

ついて意見をもらっておく。

②１～３校と12校のいくつかのコンテンツを比較して、

メリット・デメリットの整理をする。

③規模や校数を絞り込む

④場所の検討

⑤ここまでで出た策定委員会の考えを市民へ経過報

告するとともに、委員がこの部分についてはもっと市

民の意見を聞きたいというところについて意見交換を

行う。（小学校区）

⑥市民意見を参考材料に、策定委員が規模や校数に

ついてさらに検討する。



小中一貫教育推進計画（牧之原市） 

                                    ＜２０１９～２０２２；研究組織構想＞   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牧之原市の新たな教育構想（案）は、牧之原市の教職員と指導主事（教育委員会）で創る。＜児童生徒を育む教職員の思いを詰めた教育計画の作成＞ 

先生方一人一人の思いを詰め込むからこそ、先生方自身が勤務したくなる学校となり、教職員のやりがいを詰め込んだ学校だからこそ、児童生徒が通いたく

なる学校、保護者が通わせたくなる学校、さらには地域が誇りに思う学校づくりとなる。 
 

牧之原市望ましい教育環境に関する方針をうけて 

 
                                   

                          
                                                  
                                               2019 
                                               2020 
   
 
                                                

2021 
 
 

ＣＳモデ
ル３校
設置 

９ 年
間 のキ ャ
リ ア 教 育 

９年
間 の情
報教育 

育 ち を つ
な ぐ生徒
指導 

各 教 科

等 

９年 間 のカリキュラ

学 び を つ
なぐ学習

市教育会 

 
 
2019 

 

  ＜萩小・勝小・相中＞ 

     2020 
          2021 
 
 
 
 
 

コミュニティスクール設

モデル校募集 

準備会 

モデル校実
践 コミュニティスクー

ル 

拡大 
 

市内全校設置 

 
＜中学校区による小中連携；指定研究相当＞ 

  小中一貫を見据えた連携 
2020~  
          2021~  

2022~ 
 

 
 
 
◎教育講演会の実施(2020～)4 年間(夏) 
  教育講演会時に指定校の研究発表 
 

 

学びと育ちをつなぐ小中連携事業 
 

牧中 
牧小 

 
榛 中川

小 、細 小 
勝 小 、坂 小 
 

相 中 
菅小、萩小 
相小、地小 

 

主 幹 ・教 務 部

会 

I C T 部

会 

外 国 語 活

動 

教 頭 部

会 

生 徒 指

導 

（ 案

）研修部

市 校 長 会 

牧之原市教育委員会 

校長研修会 

(1)方針説明 
(2)共 有 （視 察 ） 

修正及び改訂 

指 導 主 事 指 導 主 事 指 導 主 事 指 導 主 事 

社会教育 

指 導 主 事 

９ 年
間 のカ リ
キ ュ ラ ム 

指 導 主 事 

特
支 

事 養

資料２ 



 
 
 
 
        ……方針の理解と教職員への浸透、キャリア教育を軸とした学校経営 

（①望ましい教育環境のあり方に関する方針（学習会） ②先進地視察研修） 
 
         

……９年間の生徒指導体制の構築（共通のきまり、実践事項の検討と提案、家庭生活の共通の呼びかけ内容の作成） 
          その為に本年度は、めざす生徒像の検討、小中の生活に関するきまりの理解 
         

……９年間の ICT 教育のカリキュラム、系統図の製作及び年間３回の研修会（指導主事との連携） 
      
        ……来年度；９年間の学びの系統図（外国語カリキュラム）完成（そのための年間３回の研修会の企画・運営） 

他教科の９年間のカリキュラム作成の組織づくり 

         
……９年間のキャリア教育系統図、カリキュラムの作成、モデル校における試行、実践研究・課題検討の調整・指導 

          キャリアパスポート検討と提案、先進地視察                                 
         

……コミュニティスクール立ち上げの意義と立ち上げに向けての構想づくり 
モデル校３校の立ち上げ、コミュニティースクール学習会、先進地視察 

           
         

……（案）来年度；市内研修主任研修会の立ち上げ (研修会の企画、検討会の実施) 
９年間の学びの基本形（授業の受け方、家庭での学習の仕方）の作成 

            
          ………中学校区ごとの（小中一貫を目指した）連携事業実施、一貫校に生かせる事業の研究 
 

校 長 研 修 会 

育ちをつなぐ生徒指

９年間の情報教

９年間のカリキュラ

コミュニティスクール

９年間のキャリア教

学びをつなぐ学習指

学びと育ちをつなぐ小中連携事業 

各 部 会 の研 修 内 容 



令和元年度　牧之原市ICT教育研究員作成

ＩＣＴ機器を使って考えを
まとめたり、記録したりす
る力

ＩＣＴ機器を用いたプログ
ラミング的な思考の育成

中学 ３ 年生

牧之原市ＩＣＴ教育 力の形成マップ

目的に応じてＩＣＴ機器を
操作する力

ＩＣＴ機器の利便性と危険
性を意識して活用する力

ＩＣＴ機器を使ってわから
ないことを調べる力

ＩＣＴ機器を使って効果的
に説明したり、考えを共有
したりする力

低学年 中学年 高学年 中学 １ 年生 中学 ２ 年生

活
動
ス
キ
ル

探
究
ス
キ
ル
（
探
究
・
交
流
・
共
有
・
発
信
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

見学・インタビュー・アンケート・観察・実
験・Web検索等で収集した情報を整理し、要
点をまとめたり、考察したりすることができ
る。
簡単な文書やプレゼンテーション等を作成す

起動や終了などの基本的な
操作ができる。
マウスやタッチパネルを操
作し、絵を描いたりするこ
とができる。

必要なアプリケーションを
自分で選択し、活用するこ
とができる。
10分間に150～200文字程
度の文字を入力することが

命令によって動かすことのできるおもちゃやロボット、
人やワークシートを使って、プログラミングの基礎を理
解することができる。

算数・理科等の授業におい
て、論理的な思考にもとづ
いて簡単なプログラミング
を行うことができる。

技術・家庭科の授業において、論理的な思考にもとづいて簡単なプログラミングを行
うことができる。
各教科の学習においてもプログラミング的思考を生かした考え方をすることができる。

情報の中には誤った情報や信頼性の低い情報もあること
に気づくことができる。
インターネットを介して、自分の考えや気持ちを誤解の
ない表現で伝えることができる。

文字・写真・表・グラフ等を組み合わせてレポートやポスター、プレゼンテーション
等を作成し、効果的に説明したり、主張したりすることができる。

資料となる動画や画像を撮影し、簡単な編集や加工をすることができる。

伝える相手を意識して、自
分の考えや気持ちを手紙等
で伝えることができる。

必要に応じて各機器の基本
的な操作ができる。
10分間に50～100文字程
度の文字を入力することが
できる。

アプリケーションを使用して写真撮
影し、保存したり見たい画像を見た
りすることができる。

実物投影機を使って自分の説明を映
像で補うことができる。

授業支援ソフトを使用し、タッチパ
ネルを使って、自分の考えを書き込
んだり、提出したりすることができ
る。

思い浮かんだ単語を入力し、必要な情報を検索する こと
ができる。
複数のキーワードを組み合わせて、必要な情報を検索す
ることができる。

10分間に100文字程度の文
字を入力することができる。
必要に応じてフォルダを作
成してデータ保存をするこ
とができる。

検索した情報の中から信憑性の低い情報や、不必要な情報を選択することができる。
電子メール等を用いて、自分の思いを誤解のないように伝えたり、相手の気持ちを考
えたりしてコミュニケーションを図ることができる。

検索で得られた複数の情報
の中から必要な情報を選
択・抽出することができる。

用途に応じて複数のアプリケーションを組み合わせて活
用することができる。
10分間に200～300文字程度の文字を入力することがで
きる。
アプリケーション操作や機器の接続等に関する簡単なト

検索で得られた複数の情報の中から必要な情報を選択・
抽出することができる。
必要な情報を収集できなかった場合に、キーワードやそ
の組み合わせを変更し、必要な情報を効率よく引き出す
ことができる。

図書館を活用し、興味のあ
る情報を探すことができる。
知りたい情報を引き出すた
めのキーワードを想像する
ことができる。

目的に応じて配色や色合い、文字の大きさな
どを変更することができる。
授業支援ソフトを使い、自分の考えを書き込
んだり提出したりできるとともに、交流に役
立てることができる。

実験・観察・Web検索等で集めた情報を目的に応じて加工したり配置したりして、思
考の整理に役立てることができる。

集めた情報をもとにして統計処理等を行
い、傾向や規則性等を調べたり予想した
りすることができる。



a 他者への働きかけ ｂ 他者理解 e 自己理解 f 主体性 i 課題発見 j 情報の理解・選択・処理 m 学ぶこと・働くことの意義や役割の理解

ｃ コミュニケーション力 ｄ チームビルディング g 判断力 h レジリエンス k 計画立案 l 実行力 n 多様性の理解 o 将来設計

シート①

中
３

教科

牧之原市キャリア教育プログラム（第2次草案）

キャリアプランニング能力人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力

起郷家
次代を切り拓く力

定義：　郷に学び、自らの将来を見通し、行動を起こす

基
礎
的
・

汎

用

的

能

力
の
要
素

〈中学生〉　地域の力になれる姿を目指して行動し、生きる道筋を見つけながら、自己を開拓する。

めざす子ども像

小

（
低
学
年

）

小

（
中
学
年

）

〈高学年〉　地域を変えようという思いを持ち、自分の生き方を考え、生活上の課題を自分の力で解決しようとする。

小

（
高
学
年

）

中
１

学年

中
２

学習内容

重点目標

〈低学年〉　自分の命を大切にし、豊かな体験を通して地域を知る。

〈中学年〉　地域の歴史や文化を愛し、人のためにできることを考える。

社会の仕組みと勤労 地域 防災

≪災害を知り、防災を考え,
地域で率先して行動しよう≫

【要素 】

≪市民意識の醸成と将来の生き方≫

【要素 】
≪持続可能な地域≫

【要素 】

《地域の未来》

【要素 】

《地域の自然、伝統、文化》

【要素 】
≪命を守れる自分になろう≫

【要素 】

≪家族と一緒に考えよう≫

【要素 ,】

≪自分のためにできること、

人のためにできること≫

【要素 】

《基本的生活習慣と規範意識》

【要素 】

≪よりよい生活への態度形成≫

【要素 】

≪社会的行動力の基礎≫
【要素 】

《地域の歴史や文化》

【要素 】



a. 他者への働きかけ a. a. 自分からあいさつや返事をする。 a. 相手と場に応じた言葉がけをする。 a.

他人に働きかけ巻き込む

b. 他者理解 b. b. 友達の良いところを認め,励まし合う。 b. b. 多様な文化や考えを理解する。

b. b. 自分の生活を支えている人に気付き,感謝する。

c. コミュニケーション力 c. c. 自分の考えや意見をわかりやすく伝える。 c. c.

c. c. c. 思いやりの気持ちを持ち行動する。

d. チームビルディング d. d. 相手と協力して物事に取り組む。 d. 誰とでも協力して活動し,役割を果たそうとする。 d.

他者と協調・協働して行動できる

e. 自己理解 e. 自分の好きなことを言える。 e. 自分の良いところを見つける。 e. e. 自分の特性を集団で役立てる。

e. 体験活動を通して,自尊感情を高める。

f. 主体性 f. f. 自分がやりたいことに取り組む。 f. 自分がやりたいことに,積極的に取り組む。 f.

g. 判断力 g. 生活する上で,してはいけないことがわかる。 g. g. g.

h. レジリエンス h. 困っていることを周りの人に伝える。 h. h. 悩みや葛藤を周りの人に相談する。 h.

困難な状況でもしなやかに対応する

i. 課題発見 i. やりたいことを見つける。 i. 興味のあることの中から課題を見つける。 i. 生活や学習上の課題を見つける。 i. 体験や知識を生かして課題を見つける。

j. 情報の理解・選択・処理 j. 知りたいことを知るための方法を考える。 j. j. j.

k. 計画立案 k. k. 作業の手順が分かる計画を立てる。 k. 目標に対し,見通しを持つ。 k. 明確な目標を達成するための計画を立てる。

l. 実行力 l. 自分のことは自分で行う。 l. 自分に与えられた役割をやり通す。 l. l.

課題解決に取り組む

m. m. 係や当番活動に取り組む。 m. m. 学んだことと生活や職業との関連を考える。 m.

n. 多様性の理解 n. 身近で働く人の様子を見て,興味を持つ。 n. いろいろな職業があることがわかる。 n. 身近な産業,職業の様子がわかる。 n.

o. 将来設計 o. o. 将来の夢やあこがれを持つ。 o. o. 自分の特性・興味・関心から将来を考える。

o.

雲南市「夢」発見プログラム

起郷家教育で育てたい資質・能力(第１次草案）シート②

他者と対話・協働し,試行錯誤しながら,課題を解
決する。

基礎的・汎用的能力の要素

お世話になった人に感謝する。他者の多様な個性を理解し,互いに認
め合う

自分の考えをみんなの前で話す。

自己理解を深め,自分らしい生き方や
成功を追求する

自らにふさわしい選択・決定を行う

中学年

決められた時間やきまりを守る。

自分の特性に気付き,自分らしさを発揮する。

自分の考えを相手意識を持って伝える。

わからないことをいろいろな方法で調べたり質問
したりする。

将来のあこがれを持つ。

品川小中一貫教育　市民科

課題を自分の力で解決しようとし,集団の中の自
分の役割に責任を果たす。

学校で学ぶことと社会・職業生活
との関連を理解する

様々な選択肢について比較検討し,自
らにふさわしい選択・決定を行う

参考資料 キャリア発達にかかわる諸能力の育成に関する調査研究報告　「表３－１これまでに提唱された主要な能力の概要」「「基礎的・汎用的能力」とこれまでに提唱されてきた関連する諸能力との関係について（試案）」

将来の夢や希望を持ち,実現を目指して努力す
る。 夢や希望を実現する上での課題を見つけ,課題

解決のプロセスをみいだす。

現状を分析し目的や課題を明らかに
する

必要な情報を選択・活用し,自己の生
き方を考える

課題の解決に向けたプロセスを明ら
かにし準備をする

人々と関わり,多様な生き方（働き方,職業,進路）
があることに気付く。

課題解決に必要な情報を,適切な手段で取捨選
択する。

課題の解決に必要な情報を収集し,他者と共有
する。

多様な集団・組織の中で,豊かな人間
関係を築く

あいさつや返事をする。

友達の良さに気付く。

物事に進んで取り組む

自分がやりたいことを言える。

「ありがとう」「ごめんなさい」を言う。

友達と仲良く遊んだり,活動したりする。

相手と場に応じた言葉がけや行動を考えて,他
者に働きかける。

相手の伝えたいことを考えながら聴く。

他者とのかかわりを大切にし,お互いの個性を尊
重する。

自分の思いや考えを実現しようと行動する。

失敗したときに気持ちの切り替えをする。

生活する上でのルールやマナーを守る。

小学校 中学校

低学年 高学年

学ぶこと・働くことの意義や役割の理解

職業や勤労に対する広範な見方・考
え方を持つ

係や当番活動に積極的に関わり,働くことの喜び
がわかる。

自分と異なる立場や考え方を理解する。

他者のアドバイスを,課題を乗り越えるための力
として生かす。

みんなが特性を生かせるように意識して行動す
る。

学んだことと社会生活を結びつけ,自分の生活に
生かす。

自分と周りの人や物の関係性を考え、行動す
る。

思いどおりにいかないときに,周りの状況や相手
の気持ちを考えて行動する。





  

  

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす学校像 

 

 

 

 

学校運営協議会 

教育委員会 
 

学校運営に関する 

意見 
 
 
 
 
 

学校支援グループ 

○教育課程など 
学校運営の基本方針を説明 

○方針の説明を受けて審議し承認 
○学校運営についての意見を述べる 
○教職員任用についての意見を述べる 

＜方針実現に向けて＞ 
地域との協働に向けて協議（経営支援）

  (CS ディレクター) 
連絡・調整・広報 

地域;地域は学校 

授業支援 

 
 ・榛原ふるさとの森 

 

読書活動支援 
読み聞かせ、図書室整備 

 

学習支援 
星座の観察、観測 
学習補助 

 

安全支援 
軒先運動 
見守り隊 

 
 
 
 
 

ＰＴＡ 
・生活習慣 

・家庭学習習慣 

・親子活動 

・PTA 活動 

 
家庭・地域と協働する地域とともにある
学校を目指す 
【数値目標】 

学校の様子をわかりやすく伝えている  90％以上 
 

意見 

教育方針 教育目標 

重点目標 

勝間田小コミュニティースクール 

設置 

農業体験活動 
芋づくり、野菜づくり 

大豆づくり、米づくり 

とうもろこしづくり等 

 

校長 

  

 
＜学びづくり部＞ 
○主体的・対話的に考え学び合

う実感、感動を積み重ね、ど
の子にも確かな学力を育む 

 
・基礎基本の確実な定着 
・対話を通して学びを深める 
・数学的な見方・考え方の追究 
・子ども一人一人のニーズに応

じた支援・指導の充実 
 

 
＜きらりづくり部＞ 
○夢や希望をもと、自分らし

さ・可能性を発揮できる笑顔
あふれる環境づくり、豊かで
しなやかな心身を育む 

  
・目標設定・実践・修正サイクル  
・自己肯定感を高める 
・感動体験、人とのふれあい 
・心身に関心を持ち、進んで運

動に親しむ 
 

つくる つ な ぐ 

う ご く 

未来を生き抜く力 

第２ステージ 挑戦 
がんばろう自分から 

第３ステージ きらり 
がんばろう自分から 

P・D・C・A 第４ステージ かんしゃ 
がんばろう自分から 

第１ステージ 出会い 
がんばろう自分から 

協議委員(PTA) CS ディレクター 

  

 

 

・  

・輝楽さん 

 

 

 

 

 

鈴木 



  

  

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感動を創り 夢を拓く相中生
子どもたちの 

主体性を育む教育

活動を推進したい！ 

教育委員会 
 

学校運営に関する 

意見 
 
 
 
 
 

 

○教育課程など 
学校運営の基本方針を説明 

○方針の説明を受けて審議し承認 
○学校運営についての意見を述べる 
○教職員任用についての意見を述べる 

＜方針実現に向けて＞ 
地域との協働に向けて協議（経営支援）

  (CS ディレクター) 
連絡・調整・広報 

地域 

授業支援 
 
 

・市役所(各課、議会) 

・歴史学習(学芸員) 

・パパママ体験 

・福祉体験 

・防災学習 

 

読書活動支援 
読み聞かせ、図書室整備 

 
 

 

 
・活動訓練 

 

  

 

・ボランティア派遣 

・ボランティア交流会 

・輝楽さん 

 

 

 

学校支援 コーディネー

ター 

ＰＴＡ 
・生活習慣・家庭学習習慣 

・学級懇談会 

・親子活動 

・PTA 活動 

 

意見 

教育方針 教育目標 

重点目標 

相良中コミュニティースクール 

設置 

地域貢献活動 
・通学路の清掃 ・  

・夏祭りステージ演奏 

・田沼マラソン ・海岸清掃 

協議委員(PTA) 

学校運営協議会 

校長 
認め合い 支え合い 高めあう生徒 

第４ステージ 飛 躍（感謝、つなぐ） 
・自分の意志で行動する 
・自己肯定感を育む生徒指導 
・レジリエンスの向上 

第２ステージ 挑 戦（全力、引き出す） 
・学習・授業に全力で取り組む 

      ことの価値づけ 

第３ステージ 創 造（団結、活力） 
仲間の良さを認め集団で良いものを つ
くり共に高めあう(授 業 、 七 耀 祭) 

 
 

 
Never Stop Challenging 

相中の誇り  
生徒が創る授業（創造） 

 ７月 

青少年ボランティア 
・成人式・公民館祭り・通学合宿 

 

職場体験 
＜商工会＞ 

 
 

生徒会 
 

Plan 

Do 

第１ステージ 出会いと決意 
・ひと・こと・ものとの出会い 
   ・これからの自分を描く 
     ・生活する仲間を知る ４月 

＜たくましさづくり部＞ 
○学び合い、高めあう授業づくり  
・認め合い、支え合う仲間づくり  
・自己肯定感を育む生徒指導 
・レジリエンスの向上 
・安全・安心な学校づくり 
 

＜誇りづくり部＞ 
○「主体的、実践的な態度」の育成    
・生徒の思いを大切にし意思のある活動から 

自己肯定感を育む・話し合い活動 
・自治活動の奨励(生徒会、生徒議会) 

【目標】相中に誇りをもっている 90％以上】 
 

＜学びづくり部＞ 
○学び合い、高めあう授業づくり 
・「つながる授業」<３つのルール> 
・（わかろうとして）聴く姿勢の徹底 
・学習習慣（家庭との連携） 
【目標】授業が楽しい 90％以上】 

CS ディレクター 



  

  

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しい言葉・環境がある 
互いを思いやる心、自分も人も大事にす
る気持ちを表現できる、自己肯定感を育
む環境をつくる 
・萩小の自慢づくり 
・自然を愛する心、美しさを感じる心、

奉仕の心を育む花壇づくり（FBC） 
・JRC、福祉の活動・安全安心な環境づくり 
【数値目標】 
 自分によいところがある 85% 
 

考える 

気づく 

やってみる 自分が 
（主体

学ぶことが楽しい授業がある 
 「わかる・できる喜び」を味わうユニバー

サルな授業をつくる 
 ・つけたい力を明確にした授業 
 ・学びの環境づくり 
 ・個の教育的ニーズに応じた特別支援教育
【数値目標】授業がわかる 90％以上 
 年間読書量 低学年 100 冊  

中学年 3000P 高学年 5000P 

  活躍する場・磨き合う場がある 

 競い合い、励まし合って互いの向上を目
指す活動・場をつくる 

 ・  
 ・互いの向上を目指す活動 
 ・  
  
【数値目標】 
    
 

 
 たくましさ・厳しさの中に真の暖かさの

ある魅力ある教職員、組織をつくる 
 ・自己研鑽（授業力、生徒指導力） 
 ・チームワーク（リーダー、フォロワー）
 ・多面的な児童理解  

・誠実で謙虚な姿勢 
 
【数値目標】 
 研修を生かしている 85% 
 

自 
己 
肯 
定 
感 
を 
高 
め 
る 
 

勇  
気 
づ 
け 

 

個を強くする

『挑戦力』 

学校運営協議会 

教育委員会 
 

学校運営に関する 

意見 
 
 
 
 
 

学校支援グループ 

○教育課程など 
学校運営の基本方針を説明 

○方針の説明を受けて審議し承認 
○学校運営についての意見を述べる 
○教職員任用についての意見を述べる 

＜方針実現に向けて＞ 
地域との協働に向けて協議（経営支援）

  (CS ディレクター) 
連絡・調整・広報 

地域 

授業支援 
授業に専門家や地域の人を 
ゲスト講師として紹介 

 

読書活動支援 
読み聞かせ、図書室整備 

学習支援 
校外活動引率、学習補助 

 
安全支援 
軒先運動、見守り隊 

 

環境支援 
花壇整備、校庭整備 

 

協議委員(PTA) CS ディレクター 

ＰＴＡ 
・生活習慣 

・家庭学習習慣 

・親子読書 

・PTA 活動 

 
【数値目標】 

PTA 活動参加 

90％以上 

 

豊かな体験が学びへと繋がり 学
ぶ楽しさや達成感のある授業や活動 
【数値目標】 

満足度 90％以上 
 

意見 

教育方針 教育目標 

重点目標 

萩間小コミュニティースクール 

設置 

体験活動（よこぐら） 
 

 

校長 

  

 

・  

・輝楽さん 

 

 

 

 

坪池芳子さ ん 





校 長 研 修＜一貫教育＞ 

教 頭 研 修＜コミュニティスクール＞ 

回 月日    次第 及び 内容 
第

一

回 

７

月

２

日 

・趣旨説明（教育委員会） 
・講話「コミュニティースクールとは」  

生重 幸恵 氏（NPO スクール・アドバイス・ネットワーク理事長）  

・立ち上げに向けて(質疑応答) 
第

二

回 

11
月

29
日 

―コミュニティスクールの立ち上げに向けて― 
・講話「コミュニティスクールを立ち上げにむけて」  

井上尚子氏(文科省コミュニティスクールマイスター) 

・モデル校の進捗状況・立ち上げに向けて(質疑応答) 
第

三

回 

２

月

13
日 

先進地視察（横浜市；東山田中学校コミュニティハウス） 

コミュニティスクール（学校運営協議会）に関して具体的なイメージを持つ。  
講話「ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙの立ち上げの行程、 

立ち上げての成果と課題、今後の方向性」 

講師；竹原和泉氏（東山田中学校ブロック学校運営協議会会長 ） 
※モデル校立ち上げに関して 
 ・運営協議会のメンバー；10 名以内（できるだけ校長が、腹を割って話せる地域の方（数名） 
 ・メンバーの任命は、来年度になってから任命。運営協議会の一年目は、校長の方針の承認は、方針

の説明に。一年間をかけて、メンバーには、学校を知るということを一番の目標にし、翌年の２月

から方針の承認をスタートさせたい。 
 ・CS ディレクター；モデル校 

（萩間小；１０月より、勝間田小；１１月より実施）本年度は、学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして活動） 

回 月日   次第 及び 内容 
第

一

回 

５

月

29
日 

牧之原市望ましい教育環境のあり方に関する方針（説明） 
（目標）「次代を切り拓く力」の育成（子どもが自立し、主体的に社会を生き抜くことができる

人間力を身につける） 
⇒・キャリア教育を軸とした小中一貫教育・社会全体で子供を育てる仕組み（ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ） 

 
 自校の教職員へ各校校長による方針の説明（夏季休暇中） 

第

２

回 

11
月

29
日 

先進地視察（浜松市立中部学園） 
・小中一貫教育に関してのイメージの共有化を図る為 
 ⇒次年度（中学校区ごと）；９年間をひとまとまりとして捉えた 

学校教育目標（目指す子ども像の共有）、学校経営の共通力点、 
お互いの情報交換、交流の計画 

（指定校だけでなく、令和３年には、中学校区ごと小中一貫を目指した具体的な取組を行って

いきたい。実施したい） 
 ⇒令和４年度には、各中学校区が一貫教育を目指した連携教育の実施 



 主幹・教務主任研修（キャリア教育） 
回 月日     次第 及び 内容 
第
一
回 

９
月
３
日 

・方針「キャリア教育を軸とした小中一貫教育」をうけての本研修の趣旨説明（市教委）  
 
・講話「キャリア教育を柱とした雲南市の教育」 

講師 飛田博志 氏（島根県雲南市教育委員会社会教育課主査 キャリア教育推進室室長）  
 
・分散会（講話内容に関して、自校のキャリア教育等） 

第
二
回 

11
月
14
日 

・牧之原市のキャリア教育で育てたい資質・能力について（９年間の系統図） 
（キャリア教育を軸とした教育に向けての試案）＜別紙参照＞ 

・牧之原市キャリア教育プログラムについて 
                      （市として取り組みたいプログラムの作成中）＜別紙参照＞ 

第
三
回 

１
月
28 
日 

・育てたい資質能力（系統図）検討、各校への提案 
・キャリア教育プログラム作成に向けて（来年度、プログラムの試み、作成、検討） 
  

生徒指導研修会 
      次第 及び 内容 
第
一
回 

７
月
８
日 

＜本年度の研修の方向性＞①９年間を見通した生徒指導の在り方を探る。②実態を把握し、中学校区内での連携を探る。  
【中学校区別研修】 
・各校の実態と各小中学校の生徒指導目標について 
・めざす子ども像について                 

第
二
回 

11
月
19
日 

【中学校区別研修】 
・各小中学校における授業のきまりや宿題の出し方について情報交換し、共通して又は連携して取り組めることを探る。  
・各小中学校における生活のきまりについて情報交換し、共通して又は連携して取り組めることを探る。  

ＩＣＴ研究員研修会 

回 月日    次第 及び 内容 
第

一

回 

５

月

23
日 

・牧之原市ＩＣＴ教育推進構想について（教育委員会）及び本年度の研修計画について 

 ※９年間のＩＣＴ教育推進構想作成について（提案） 

・スカイニュークラスの活用方法について 

・グループ協議（各校の進捗状況） 

第

二

回 

８

月

９

日 

・プログラミング教育体験講座Ⅰ（マキノハラボ） 
・プログラミング教育体験講座Ⅱ（マキノハラボ） 
・適応学習ＩＣＴ教材紹介（ラインズ㈱、㈱学研プラス） 

第

三

回 

11
月

５

日 

ＩＣＴ活用授業研究 

 算数３年生（授業者；伊藤大志郎教諭） 

－主体的・対話的で深い学びへＩＣＴの特性をどのように活用するか－  

・放送大学 中川一史教授による講話及び指導 

・ＩＣＴ活用力形成マップについて 

第

四

回 

１

月 
17
日 

・本年度の各校の取組紹介 
・ＩＣＴ機器を活用した協働的な学びについて（成果と課題及び今後の方向性） 
・９年間を見通した情報活用能力の育成について 
 ※牧之原市 ９年間で育む力の形成マップ検討 

 



 

＜その他＞ 

・外国語活動研修…第３回（１月 31 日）…＜来年度＞「小中一貫カリキュラム単元指導系統表」作成に向けて 
令和３年度には、他教科で実施（予定）     ※藤枝市教委 12 月 3 日訪問（佐藤指導主事） 

・コミュニティスクール；モデル校（先進地視察）…１２月９日《東京都杉並区立天沼小学校コミュニティスクール運営協議会（傍聴）） 
＜参加者；モデル校３校校長＞ 

＜新事業＞ 

・「学びと育ちをつなぐ小中連携事業」（市校長会にて提案済み） 
  Ｒ２，３⇒牧中、牧小 Ｒ３，４⇒榛中、川小、細小、勝小、坂小 Ｒ４，５⇒相中、相小、地小、菅小、萩小 
  ※２年目の夏季休業中に実施する「教育講演会（仮称）」にて研究成果の発表 
 
・特別支援教育部会…９年間の成長を育む個別支援計画共通形式の作成（きめ細やかな指導） 
 
・研修部会の再設（教育会）…９年間を見通した系統立てた学びにより学力向上を図る。 
 
・教育講演会（仮称）…令和２年８月１２日（水）９：００～１２：００ 場所；い～ら 

  演題（仮）「学ぶ・働くをつなげるキャリア教育」 
講師；長田 徹 氏（文部科学省初等中等教育局教育課程教科調査官） 

        ＜市内教職員全員参加対象＞ 

 
※起業家教育…令和２年８月８日（土）８：３０～１７：３０（予定）場所；富士山静岡空港 会議室 

 中学生対象（相中、榛中、牧中、御中）３０名 
 内容；会社の設立から資金調達、原材料の仕入れ、商品開発、販売・決算までの流れを 
    体験（会社づくり、マーケティング商品企画、事業計画策定、資金調達、製造・

広告制作、販売・プレゼン、決算返済）を通し学ぶ。 
       主催；まきのはら産業・地域活性化センター 
（共催又は後援）；牧之原市教育委員会＜共催、後援の意図⇒キャリア教育のプログラム入れたい＞ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起 業 の 
ノウハウを学ぶ 

新 事 業 

１年目                    ２年目       
９年間で育む資質能力表、プログラム作成（主幹・教務）    資質能力表の試行（主幹・教務） 

キャリア教育を柱にした（雲南市）の思い理解（主幹・教務）   

プログラム例の検討（主幹・教務）           プログラムの開発（ 主幹・教務） 

 

キャリア教育＜教育講演会＞（全教職員） 

来年度の経営構想提出（校長）         指定研究の視点（校長） 

                        キャリア教育を基盤に据えた経営構想（校長） 

キャリア教育を軸とした；軸への構想  



      牧之原市の区・学区及び小中学校の位置図

●区の世帯数・人数･･･平成31年４月１日現在
●小中学校の児童生徒数・・・令和元年５月１日現在

令和２年３月２日　牧之原市学校再編計画策定委員会資料

小

小

小
中

小

小

小

小

中

小

小

中

中

340世帯 829人

183世帯 483人

1,397世帯 3,510人

473世帯 1,488人

949世帯 2,328人

581世帯

1,564人

411世帯

1,105人

913世帯 2,502人

209世帯

602人

316世帯 910

253世帯 726

122世帯 295人

138世帯 452人

399世帯 1,212人

512世帯

1,353人

516世

帯

165世帯 479人

242世帯

679人

301世帯 932人

291世帯 890

2,185世帯 5,740人

3,148世帯 8,053人

1,159世帯 3,217

804世帯 2,590

877世帯 2,388人

524人

152人

137人

205

152/176人

432人

432人

142人

111人

406人

562人

46/57人

107/374人

資料３
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■　学校再編検討のための比較表 資料４

望ましい教育環境のあり方に関する方針に示されている条件 【その他の視点】

○次代を切り拓く力を育くむために、キャリア教育を軸とした小中一貫教育とコミュニティ･スクールを進める。

【施設環境】

○通いたい・通わせたいと思われる魅力的な小中一貫校

○１学年３学級、建築後20年間は単学級にならない規模。

○安心・安全な施設（津波浸水想定区域外、防災機能の充実、耐震性能等）

○時代に対応した設備（ＩＣＴ、教育活動、多様性、エコ等）

○施設の一部又は隣接地に市民と共有できる機能（地域の人の活動スペースの確保、複合化等） ○学校組合の扱い

○2030年までの開校を目指す

学校数 小中１校 小中２校 12校（現行のまま）

2019年（Ｒ１）現在
適正規模校は小学校９校中３校、中学校３
校中２校。

・2030年には、適正規模校は小学校は変わらな
い、中学校は１校になり、単学級の学校は１学
年の人数は一桁になる学年も現れる。
・2050年には半数の小学校に複式学級ができる
可能性が高い。

教育活動

・地区に学校があるため、教育活動に地
域の人が参加しやすい。
・多くの学校が単学級となるため、クラス
替えができなく、活動に応じた集団規模
を選ぶことも難しい。

施設・設備

・12校中11校が築40年を超える校舎を
有しているため、この校数を維持するに
は大きな費用がかかる。校数が多い分
１校あたりの施設・設備に掛けることが
できる金額が限られる。

場所

・12校中４校が津波浸水想定区域
に立地。

○現在の中学校区を単位としてソフト事業（小中一貫教育等）を検討・試行
　 しており、再編の学区は、現在の中学校区を分割しない方がソフト事業
　 と合致する。

○新しい学校をできる限り人口が集中するエリア近くとし、徒歩又は自転車
　 で通うことができる人数をなるべく多くすれば、予算を含めた通学の負担
　 が少なくなる。

○12校中11校が築40年以上経過している　（うち、築50年以上は５校）ため、
　 今後建替え等の対応が必要となる。

小中３校

児童・生徒数・
規模

①2019年（Ｒ１）　・　②2030年（Ｒ12）　・　③2050年（Ｒ32）

・①現状、②方針で示されている建設目標年度、③2030年で建設した場合、建設して20年後
の児童生徒数
・クラス数

・新学習指導要領に合わせた教育活動が効果的に行えるか。
・キャリア教育を軸とした小中一貫教育と社会全体で子どもを育てる仕組みを進めるために
効果的な教育活動が行えるか。

・上記教育活動が効果的に行える施設かどうか。
・小中学校の施設整備指針に合った施設かどうか。

・必要な敷地面積はどれくらいか。また、建設可能な場所があるか。
・周辺整備の必要があるか。（接道新規又は拡幅整備の有無等）
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学校数 小中１校 小中２校 12校（現行のまま）小中３校

30年間の
維持管理費

補助

・老朽化による新築補助な
し。
・改修その他について補助
有。

通学手段

・多くの児童生徒が徒歩又は自転車
　通学が可能。
・200人弱が通学補助を受けている。
　・バス通学は半額補助
　・徒歩　年間5,000円補助
　（小学１，２年生　2.5Km、３～６年生
　　３㎞以上）
　・自転車　年間8,000円補助
　（中学生　６㎞以上）

建設費用 ・校舎、体育館、プール、運動場等建設するものと総額

・県の価格を参考に、中規模改修、大規模改修、設計額、通常の維持管理費の試算。

・どのような種類の補助があるか。
・他市町の事例等

・仮想としてどこかに中心を置き、そこから２㎞、４㎞、６㎞の範囲の児童生徒数から、想定さ
れる通学手段とその方法で通う人数。
・スクールバスは、牧之原市の自主運行バスの金額及び他市町の１路線の価格を参考に載
せる。
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